
道路を取巻く現状・社会的な背景道路を取巻く現状・社会的な背景 この１０年間で見えてきた具体的な課題この１０年間で見えてきた具体的な課題 各界からの意見各界からの意見

①少子高齢化を伴う人口減少が加速

○山形県の人口は今後も加速度的に減少
○高齢化率も上昇し、「超高齢社会」に突入

②社会保障関係費の増によるインフラ投資が圧縮

○山形県道路関係予算は平成10年度をピークとし、約８割
の減少となっている

③整備途上の高速・高規格道路

○高速道路の供用率が約６割を超え、地域間交流や経済
活動の活性化のため、利活用策の充実が必要

○供用されていない残りの約３割強は事業中または未着手
であり、早期のネットワーク構築が求められる

④公共事業を巡る社会情勢の変化

○「東日本大震災」を契機に国土強靭化や防災･減災の取組
みの必要性を再認識

○建設業者数、建設業就業者数の減少により、建設業界全
体の高齢化と技術継承への懸念

次期『山形県道路中期計画』の方向性
みちの将来像みちの将来像

○全国で登下校中の児童･生徒の列に
自動車が突入する事故が相次ぐ
（交通安全事業へのニーズが上昇）

○道路予算の減少に伴う事業の長期化

○非常時も機能する道路網の形成
（リダンダンシーの確保）

○地震･津波対策

○道路の副次的な機能への取組み

○情報収集・提供のあり方

○「道の駅」の防災機能としての可能性

○インバウンドを含む新たなニーズに
対応した道路環境の整備促進
（多言語表記、道の駅の充実）

○安全に自転車を利用できる環境整備

○高度経済成長期に整備された道路施設
の老朽化が進行（橋梁・トンネル等）

○道路施設の長寿命化対策に費用を要す
るが、予算は頭打ち

○老朽化施設の診断･対策に必要な人材
の確保

①平成20年代に顕著となった課題

③東日本大震災で浮び上った課題

②道路施設の老朽化が進行

④新たな時代のニーズへの対応 ○高規格幹線道路網やＩＣアクセス道路の整備が必要
○道路施設の長寿命化や冬期の交通確保など、維持管理の充実が必要
○身近な道路や通学路等の整備も必要

○少子高齢化･予算減少に伴い、メリハリのある管理手法の検討が必要
○観光交流やインバウンドに対応した道路及び周辺環境の整備が必要
○交通安全事業の対象を、児童･生徒から高齢者へも広げる
○事業箇所の厳選や、道路管理者間の負担を分担する議論が必要
○自動運転などの新技術や自転車利用等の高まりにも注視が必要

○山形市内等市街地部の渋滞箇所（国道13号や国道112号等）の対策が必要
○休憩施設や観光拠点となる｢道の駅｣に駐車スペースやトイレの拡充が必要
○物流や旅客の移動･運搬のためにも高速道路や地域高規格道路の整備が必要

○道路全般（高速道路、国･県道）に対する要望は依然として根強い
○交通安全対策や高齢者の利便性向上に対する要望は高い傾向
○市街地部の道路整備や、防災対策（落石・雪崩等）への要望も多い

①県民からの意見（Ｈ２９県政アンケート）

②道路利用者からの意見

③市町村・県ＯＢからの意見

④総合支庁ＷＧ及び県庁道路関係課職員からの意見

（安全安心･地域活性化･快適）

（防災･保全･効率化･協働）

（活力創造･広域交流促進）

みちづくりの方向性（たたき台）
これらの課題等を踏まえた
県民の望む道路のあり方

・縦軸（東北中央自動車道・日本海沿岸東北自動車道）の整備促進
・横軸（新庄酒田道路・新潟山形南部連絡道路等）の整備促進と重点強化

・高速道路と沿線地域とをつなぐ追加IC･スマートICの整備推進
・高速道路等のICから工業団地･観光地・空港等へのアクセス道路整備の推進

・生活圏又は都市間ネットワークの整備推進、生活幹線道路の整備推進

・従来の歩道整備のほか、幅広路肩や道路空間再配分等を活用した多様な
交通安全対策の推進

・緊急輸送道路等の耐震化推進と、落石対策や雪崩防止の雪害対策などの強化
・「道の駅」の防災拠点としての機能強化

・橋梁･舗装等の計画的修繕、老朽橋の更新、住民協働による効率的な維持
管理推進

3. 高速道路から県内各地へのゲートウェイとなる
「道の駅」への重点支援

・人が集い活気あふれる「道の駅」の整備促進と、高速道路から各圏域内の
すみずみに人を導くゲートウェイとなる「道の駅」への重点支援
・「道の駅」における公共交通への結節点としての機能強化
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「みちづくり評議会」からの主な意見

●この10年で、縦軸（南北方向）の高速道路（東北中央自動車
道、日本海沿岸東北自動車道）は整備が進んできているの
で、次の10年は横軸（東西方向）道路に着目していくべきで
ある。

●東日本大震災でも顕著になったように、リダンダンシーの観
点からも日本海側と太平洋側をリンクさせる事が重要。

●「道の駅」を、道路の休憩施設というだけでなく、災害のとき
にも使える、子供も楽しめる、観光客も楽しめる、といったよ
うな誰もが使えて楽しめる施設にしてほしい。

●子供達だけでなく、高齢者にも安心して使ってもらえるよう
な道路の安全対策を行ってもらいたい。

●生活道路について、道路一本一本ではなく、面として取り組
んでほしい。ハンプによるスピードを出させない工夫など、メ
リハリを付けた安全対策が必要。

●山形県内の高規格道路は暫定２車線の区間が多いが、そ
ういう区間にもしっかりした中央分離帯をつけるなど、安全
性をおろそかにしないでほしい。

●銀山温泉や南陽市赤湯では電柱・電線がなくなって街並み
が良くなったと感じており、無電柱化による美しい街並み、
みちづくりを進めてほしい。

●震災時等、通行できない区間や迂回路の情報など、道路情
報をきめ細かに提供できるようにしてほしい。

●橋梁などの目に見えるところの安全性を高めることはもちろ
ん重要だが、道路の地下に埋設されてある下水道などの点
検・補修を適切に行い、道路の安全確保をしてもらいたい。

○持続可能で活力に満ちた地域社会を実現
するためのインフラの構築
・高速交通網、ＩＣアクセス道路、地域間交流道路など
の整備

○子どもの命を守り、高齢者も暮らしやすい
安全・安心な社会づくり
・交通安全事業の推進、自転車の利活用、街なかの
にぎわい創出に向けた取組み

○インバウンドの取込みを見据えた観光の
振興に資する道路環境づくり
・景観形成支援、「道の駅」の質の充実、案内標識・標示等
の充実、多言語化への対応

○既存の道路の安全で効率的な運用の推進
・橋梁等道路施設の長寿命化対策、防災対策、適切な
維持管理のための取組み

現状や課題およびニーズなどから
考えられる現時点での主な留意点

（H29.12.1時点）※

※平成29年12月1日の「みちづくり評議会」に提示したもの

意
見
を
反
映

・夏季は自転車道に、冬季は堆雪幅とするなど、“山形らしい”道路の使い方
・ビッグデータを活用した交通状況の解析による“山形らしい”みちづくり計画

・無電柱化の取組み等、景観に配慮した道路整備の推進による街なかの魅力づくり

1. 県土の基盤となる縦軸（高速）と横軸（地域高規格）の
事業中区間の整備促進と未事業化区間の早期着手

4. 生活圏間・都市間ネットワーク及び生活幹線道路の
整備推進

6. 街なかに賑わいを創出するみちづくりの推進

①県内産業や観光の振興を支える
社会基盤となるみちづくり

2. 高速交通ネットワークを活かすための追加IC（スマー
トIC含む）やICアクセス道路等の整備推進

②誰もが安全･安心で快適に暮らせ
地域に活力を生み出すみちづくり

5. 人にやさしく安全・安心な道路整備に向けた多様な
取組みの推進

9. 山形の特性を活かした道路ストック（施設）をかしこく
使うみちづくりの推進

7. 防災・減災に向けた一般道路等の機能強化

③災害を減らし、既存のストックを
長く多様に利活用するみちづくり

8. 予防保全型維持管理などによる計画的な道路施設の
長寿命化と、効率的な道路維持管理の推進



次期『山形県道路中期計画』の方向性（取組み事例）

★県土の基盤となる縦軸（高速）と横軸（地域高規格）の事業中区間の整備促進と
未事業化区間の早期着手

■高速道路及び地域高規格道路の整備中区間の早期供用を図るとともに、特に未事業化区間
の多い横軸道路について、早期着手への働きかけの重点強化を図る。

▲一般国道47号 新庄古口道路＜事業中＞

戸沢村古口

▲一般国道113号 梨郷道路＜事業中＞

南陽市梨郷

▲高速道路・地域高規格道路の整備状況

新庄市街

米沢中央ＩＣ

（仮）上山ＩＣ

山形蔵王ＩＣ

東根ＩＣ

尾花沢ＩＣ

新庄ＩＣ

（仮）金山ＩＣ酒田中央ＩＣ

（仮）遊佐鳥海ＩＣ

月山ＩＣ

湯殿山ＩＣあつみ
温泉ＩＣ

供用中・事業中区間

未事業化区間

堆雪

車道 路肩 歩道

★人にやさしく安全・安心な道路整備に向けた多様な取組みの推進

■全国において登下校中の児童の列に自動車が突入する事故
が後を絶たないことから、通学路における交通安全対策をより
優先的に実施していく。

■子どもだけでなく高齢者にも優しい歩行空間の創出として、従
来の歩道整備のほか、幅広路肩等により歩行空間を確保する
など、多様な交通安全対策を限られた予算内で最大の効果を
発現できるよう整備を推進する。

▲歩道整備状況

（一）十日町山形線（山形市蔵王成沢）

▲幅広路肩による歩行空間創出

（国）287号（川西町上小松）

★山形県の特性を活かした道路ストック（施設）をかしこく使うみちづくりの推進

■今後増加が予想される自転車利用への対応（自転車活用推進法／H28.12）や、冬季の堆雪を
考慮した“山形らしい”みちづくりを推進する。

■ 交通円滑化を目的として、国との連携によりビッグデータを活用し渋滞や事故等に対し即効性の
あるピンポイント対策を実施する。

車道 路肩 歩道

冬季

夏季
夏季は自転車通行帯

冬季は堆雪幅

▲山形らしい道路整備の例（路肩の有効活用）

通常0.5～0.75m※の路肩を
1.25～1.5mで整備

※３種２～３級の場合

★高速道路から県内各地へのゲートウェイとなる
「道の駅」への重点支援

■道の駅は、基本機能である休憩機能、情報発信
機能、地域連携機能のほか、災害時には防災拠
点として、さらには観光等の広域交流拠点として
の機能も有する。県としては、平成28年3月に策
定した「やまがた道の駅ビジョン2020」の取組みを
推進する。

■圏域の様々な観光･地域情報を発信し、高速道
路から各圏域内のすみずみに人を導くゲートウェ
イの役割を果たす「道の駅」の整備を促進する。

▲道の駅「米沢」完成予想図＜H30.4.20オープン予定＞ ▲ゲートウェイ型道の駅のイメージ

▲道路空間の再配分（植樹帯撤去）による車両走行空間・歩行空間の創出

（主）山形上山線（山形市清住町）

整備後整備前

▲十分な幅員の路肩の整備事例
（主）山形天童線（天童市一日町）

冬季

夏季


